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旧
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
等
に
抑
留
さ
れ
、
死
亡
さ
れ
た

方
々
の
中
央
慰
霊
祭
を
左
記
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

旧
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
等
に
抑
留
さ
れ
、
死
亡
さ
れ
た

方
々
の
中
央
慰
霊
祭
を
左
記
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

一般財団法人  全国強制抑留者協会
〒102-0073 東京都千代田区九段北1−8−2

九段第二勧業ビル2階
TEL 03-3261-6565　FAX 03-3261-6548

〈 第 80号 〉

特　別　号

シ
ベ
リ
ア
抑
留
関
係
者
の
皆
様
へ

◆
中
央
慰
霊
祭
開
催
の
お
知
ら
せ
◆

シ
ベ
リ
ア
抑
留
関
係
者
の
皆
様
へ

◆
日
時

　

令
和
五
年
九
月
二
十
八
日
（
木
）

　

午
後
一
時
よ
り
（
約
一
時
間
の
予
定
）

◆
会
場

　

都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル

 

（
三
階
コ
ス
モ
ス
ホ
ー
ル
）

　
東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
二

－

四

－

一

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三

－

三
二
六
五

－

八
二
一
一

 

（
代
表
）

電車の場合

●東京メトロ 有楽町線
「麹町駅」半蔵門方面1番出口より
徒歩4分

●東京メトロ 有楽町線・半蔵門線
「永田町駅」4番・5番出口より
徒歩4分

●東京メトロ 南北線
「永田町駅」9番出口より徒歩3分

●東京メトロ 丸の内線・銀座線
「赤坂見附駅」D出口より徒歩8分

●JR中央線
「四谷駅」麹町出口より徒歩14分

都市センターホテルまでの地図

主
催一

般
財
団
法
人
全
国
強
制
抑
留
者
協
会

後
援総

務
省

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
状
況
に
よ
り
中
止
ま
た
は
大
幅
に

規
模
を
縮
小
し
て
開
催
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
下
さ
い
。

　

そ
の
際
に
は
、
改
め
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
て
ご

連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
、郵
便
番
号・住
所・氏
名・電

話
番
号
を
ご
記
入
の
上
、往
復
は
が
き
で
九
月
一日

（
金
）迄
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

申
込
方
法

　

〒
一
〇
二
︱
〇
〇
七
三

　
　

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
一
︱
八
︱
二

　
　

一
般
財
団
法
人
全
国
強
制
抑
留
者
協
会

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
︱
三
二
六
一
︱
六
五
六
五

宛

先
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岩
手
県
支
部

【
組
　
　
織
】

　

支
部
長
・
佐
々
木
正

　

会
員
・
令
和
５
年
度
現
在
三
百
名
（
内
役
員
八
名
）

【
本
年
度
の
活
動
】

　
「
ふ
る
さ
と
の
山
に
向
か
ひ
て
言
う
こ
と
な
し
ふ
る

さ
と
の
山
は
あ
り
が
た
き
か
な
…
」
ご
存
じ
岩
手
県
出

身
の
、
石
川
啄
木
の
詩
で
す
。

　

岩
手
県
は
、
四
国
ほ
ど
の
広
さ
が
あ
り
ま
す
。
雪
国

で
す
が
自
然
に
恵
ま
れ
、
春
夏
秋
冬
、
快
適
に
過
ご
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
素
晴
ら
し
い
ふ
る
さ
と
に
帰
る
こ
と
の
で
き
な

か
っ
た
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
犠
牲
者
に
と
っ
て
、
嘸
か
し

無
念
な
思
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
岩
手
県
の
シ
ベ
リ

ア
抑
留
犠
牲
者
数
は
約
八
千
人
、
こ
の
内
、
約
千
二
百

人
が
抑
留
中
に
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

　

戦
友
の
方
々
の
思
い
か
ら
「
シ
ベ
リ
ア
抑
留
死
亡
者

追
悼
式
」
を
盛
岡
市
自
治
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
追
悼
式
を
契
機
に
、
翌
年
、「
全
国
戦
後
強
制
抑
留

補
償
要
求
推
進
協
議
会
岩
手
県
連
合
会
」
を
結
成
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、昭
和
六
二
（
一
九
八
七
）
年
に
は
「
一

般
財
団
法
人
全
国
強
制
抑
留
者
協
会
岩
手
県
連
合
会
」

に
改
称
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
に
は
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
平

和
祈
念
像
を
建
立
し
ま
し
た
。
盛
岡
市
高
松
の
池
の
湖

畔
に
「
乙
女
の
像
」
が
、
ひ
ま
わ
り
の
花
を
か
か
げ
、

遠
く
シ
ベ
リ
ア
の
方
向
を
み
つ
め
な
が
ら
世
界
が
平
和

に
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
乙
女
の
像
」
は
、
彫
刻
家
佐
藤
忠
良
氏
（
宮

城
県
出
身
・
シ
ベ
リ
ア
抑
留
経
験
者
」
の
作
品
で
す
。

　

以
後
、
こ
の
「
乙
女
の
像
」
の
前
で
慰
霊
祭
を
開
催

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
会
員
の
高
齢
化
に
よ

り
、
雨
天
時
等
の
対
応
が
困
難
と
な
り
、
現
在
で
は
盛

岡
市
の
上
田
公
民
館
に
会
場
を
変
更
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
可
能
な
限
り
、
毎
年
開
催
す
る
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

【
課
　
　
題
】

　

こ
の
活
動
を
次
世
代
に
継
承
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。戦
後
七
八
年
に
な
り
ま
す
が
、

今
な
お
世
界
の
何
処
か
で
戦
争
が
繰
り
返
さ
れ
続
け
て

お
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
平
和
活
動
の
一
環
と
し
て
、

「
慰
霊
祭
」
は
勿
論
の
こ
と
「
シ
ベ
リ
ア
抑
留
を
語
り

継
ぐ
集
い
」
な
ど
を
開
催
し
、
次
世
代
の
皆
様
に
も
呼

び
か
け
積
極
的
に
活
動
を
展
開
し
て
参
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

岩
手
県
支
部
事
務
局
長　

菊
地
運
一

 

令
和
五
年
度 

実
施
事
業
な
ら
び
に
予
定

（
十
月
～
十
二
月
） 

一
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
関
係
地
方
展
示
会

　
　

新
潟
県
支
部　

十
月
二
十
七
日
～
二
十
九
日　

　
　
　
　
　
　
　
　

新
潟
市
新
潟
市
民
プ
ラ
ザ

　
　

三
重
県
支
部　

十
一
月
十
七
日
～
十
九
日　

　
　
　
　
　
　
　
　

伊
勢
市
い
せ
ト
ピ
ア

二
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
労
苦
を
語
り
継
ぐ
集
い

　
　

岩
手
県
支
部　

九
月
三
日
（
変
更
）

　
　
　
　
　
　
　
　

盛
岡
市
上
田
公
民
館

　
　

新
潟
県
支
部　

十
月
二
十
八
日　

　
　
　
　
　
　
　
　

新
潟
市
新
潟
市
民
プ
ラ
ザ

　
　

三
重
県
支
部　

十
一
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　

伊
勢
市
い
せ
ト
ピ
ア

三
、
戦
後
強
制
抑
留
者
慰
霊
祭

　
　

岩
手
県
支
部　

九
月
三
日
（
変
更
）

　
　
　
　
　
　
　
　

盛
岡
市
上
田
公
民
館

　
　

石
川
県
支
部　

十
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　

金
沢
市
本
多
の
森
公
園
慰
霊
碑
前

　
　

福
岡
県
支
部　

十
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
市
護
国
神
社
内
「
参
集
殿
」

　
　

静
岡
県
支
部　

十
一
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　

富
士
市
中
島
小
公
園
慰
霊
碑
前

　
　

鳥
取
県
支
部　

十
二
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　

湯
梨
浜
町
慰
霊
碑
前

支
部
紹
介

支
部
紹
介  

写真  「乙女の像」

十
九
日

十
九
日


